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布地の快適性（通気性や風合い等）は、糸の素材や密度などの設計条件により変化するため、
布地の試作・物性の測定評価を繰り返し、最適な設計条件を求める必要があります。そこで、
織物の通気性をターゲットに、試作回数の削減を目的として、織物の設計条件から通気性を予
測するモデル作製に取り組みました。

研究内容

背景・目的

結果・まとめ

令和６年度 試験研究概要

設計条件である織物組織や製織密度を変更
した織物試料を作製し、経糸や緯糸の密度や
通気性を測定して、設計条件と物性値のデー
タベースを作成しました。
予測モデルに、教師データとした試料の設

計条件と通気性を機械学習させました。未学
習の設計条件から、予測モデルが予測した通
気性と、実測した通気性の値を比較し、予測
精度の検証を行いました（図１）。

予測モデルでは、学習データ範囲内にある
未知の設計条件に対する通気性を、RMS値を
13.2で予測できました（表１、図２）。学習
データ範囲外の設計条件では、予測値と実測
値の差が大きくなりましたが、教師データを
拡充することで改善できました。
今後は、設計条件と風合いの関係を、機械

学習を活用して明らかにする研究に取り組み
ます。

研究期間：令和４～６年度

繊維

入力データ R RMS[cc/cm2/sec]
教師データ 0.992 8.97
テストデータ 0.968 13.2

教師データ
範囲外 0.562 37.8
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図２ 実測の通気性と予測値の関係

製織密度
糸繊度
製織組織

設計条件

n/cm

dtex
数値化

テスト
データ

教師
データ

試料製織

物性測定

精度確認

機械学習

設計条件

予測値

測定値

予測モデル

表１ 予測モデルの評価指標

図１ 予測モデル構築の流れ
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